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が知られているが、本研究の結果では、TRs に対する T3結合の IC50値は、作用の強いものでも T3の 2000 倍で
あったことから、これらの化学物質によるTRsを介した作用は極めて低いことが考えられた。 
 以上の結果より、フェノール基含有化学物質の曝露は、PDI を介した甲状腺ホルモン作用や新生タンパク質
の成熟化に悪影響を及ぼす事が示唆された。 
 本論文はヒトの脳発達過程におけるEDCsの影響及び作用機序の解明において新たな知見を得ており、また脳
神経発達に影響を及ぼす可能性のある環境化学物質の試験法開発に寄与するものと考えられる。従って著者は
博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判断された。 
 
